
太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　古
代
の
大
宰
府
と
は
「
律
令
国
家
に
お

け
る
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
の
一
端

を
担
い
、
か
つ
西
海
道
（
九
州
）
全
体
を

統
轄
（
管
内
支
配
機
能
）
し
た
、
当
時
と

し
て
は
最
大
の
地
方
官
衙
（
役
所
）
」
と

定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
定
義
を
も
と
に
、
こ

の
欄
で
軍
事
的
機
能
の
一
端
と
し
て
の
防

人
や
古
代
山
城
の
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
か
ら
は
大
宰
府
の
対
外
的
機
能

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　当
時
の
法
律
で
あ
る
養
老
律
令
に
は
職

員
令
と
い
う
編
目
が
あ
り
、
そ
の
中
に
大

宰
府
の
職
務
を
定
め
た
条
文
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
当
時
の
諸
国
の
職
務
を
規
定

し
た
条
文
も
あ
り
ま
す
。
両
者
を
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
の
職
務
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
す
が
、
大
宰
府
に
は
諸
国
に
は
な
い
蕃

客
・
き
　か
帰
化
・
き
ょ
う
え
ん

饗
讌
の
三
項
が
付
け
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
（
た
だ
九
州
の
壱
岐
・
対

馬
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
に
は
例
外
的
に

蕃
客
・
帰
化
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

位
置
づ
け
が
や
や
異
な
り
ま
す
）
。
蕃
客

は
外
国
使
節
の
こ
と
、
帰
化
は
外
国
人
な

ど
が
王
化
に
帰
す
る
こ
と
、
そ
し
て
饗
讌

は
外
国
使
節
に
対
す
る
き
ょ
う
お
う

饗
応
と
考
え
ら
ま

す
。
つ
ま
り
付
け
加
え
ら
れ
た
三
項
の
職

務
は
い
ず
れ
も
外
国
人
や
そ
の
使
節
に
つ

い
て
の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
大
宰

府
の
対
外
的
機
能
に
深
く
関
連
す
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、
大
宰

府
に
は
対
外
関
係
に
お
い
て
諸
国
と
は
異

な
る
職
務
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
は
、
三
項
の
職
務
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

饗
讌
は
外
国
使
節
に
対
す
る
饗
応
で
す
か

ら
、
入
国
・
滞
在
中
・
帰
国
な
ど
の
際
に

催
さ
れ
る
宴
会
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
宰

府
で
の
饗
応
は
、
日
本
書
紀
や
続
日
本
紀

と
い
っ
た
正
史
に
も
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　蕃
客
・
帰
化
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
私

は
、
こ
れ
ら
は
外
国
使
節
や
帰
化
を
望
む

人
々
に
対
す
る
管
理
・
監
督
を
意
味
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
管
理
・
監
督
に

は
当
時
、
安
置
供
給
と
呼
ば
れ
た
措
置
も

含
ま
れ
ま
す
。
安
置
と
は
あ
る
場
所
に
留

め
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
供
給
と
は
食

事
や
衣
服
な
ど
を
与
え
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
そ
の
安
置
供
給
の
場
と
し
て
す
ぐ
に

想
起
さ
れ
る
の
が
大
宰
府
鴻
臚
館
で
、
そ

の
遺
跡
が
福
岡
市
に
あ
る
こ
と
は
み
な
さ

ん
も
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

に
大
宰
府
は
、
先
の
律
令
の
規
定
に
基
づ

い
て
対
外
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の

で
す
。
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つ

重
松
と
し
ひ
こ

敏
彦

大
宰
府
の
対
外
的
機
能
（
１
）
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　2月23日㈪～3月1日㈰、KBC九州朝日放送の「ふるさとWish」で「太宰府市」が特集されました！
夕方ワイド情報番組「ぎゅっと」では、太宰府南小学校6年生の皆さんが「学校対抗玉入れ選手権」で大活躍！！
他にもCM「ふるさとスキップ」では太宰府キャンパスネットワーク会議学生連絡会の皆さんが元気でかろやかなスキップ

を披露し、市内の隠れスポットやイベントの紹介、市一押しの豪華視聴者プレゼントなど、テレビ・ラジオ・WEBでのいろ
いろな企画で太宰府市の新たな魅力がたくさん紹介されました。

地域のスゴい！を、

みつける、さがす、

つくりだす。

視聴者に
豪華プレゼントが
贈られました！

『夏井いつきの 
　俳句添削事典』
夏井いつき／著
（朝日出版社）

『仕事と人生に効く
教養としての囲碁入門』

大沢摩耶／著
（PHP研究所）

『盗む男』
井上ひさし／著
（中央公論新社）

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年２月 貸出開始資料から

●その他の本 仕事と人生に効く教養としての囲碁入門(大沢摩耶／著) 食べきり煮もの(重信初江
／著) 人生がちょっとよくなる読書術(斉藤洋／著) も～っとかぎ針編みの編み図が読めるようにな
る本(kiho.／ほか著) 子どもが小1になったら知りたいことが全部のってる本(佐々木陽子／監修)
「徹子の部屋」の50年(「徹子の部屋」制作委員会／編) 全国秘境路線バスの旅(風来堂／著) 本棚
探偵(KADOKAWA)　古代オリエントの遺跡と文明(安倍雅史／著)

●小説・エッセイなどの文学　盗む男(井上ひさし／著)　夏井いつきの俳句添削事典(夏井いつき／
著)　生きとるわ(又吉直樹／著)　サチコ(群ようこ／著)　あなたの命綱(久坂部羊／著)　森羅記 2(北
方謙三／著)　風を織る(あさのあつこ／著)　被告人、AI(中山七里／著)　私的応答(井戸川射子／著)
　花屋さんが夢見ることには(山本幸久／著)　ウチの共有不動産揉めてます!(桂望実／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

5
12
19
26

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

4月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

｢こどもの読書週間」を記念して、幼児から楽しめるおはなしの広場を2日間開催します。
いつものおはなし会のほかに、工作もあります。

｢朗読紫苑の会」春の朗読会を開催します。
いのうえ

井上ひさし／著　｢
あくしゅ

握手」（『ナイン』より）、
よしのひろし

吉野弘／作　｢
はは

母」（『
じょけい

叙景』より）ほか、春の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り
上げる予定です。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参
加してください。

４月18日

４月19日

10：30～10：50
14：00～14：40
10：30～11：00
14：00～15：00

ひよこのおはなし会
工作と読み聞かせ
いないいないばあのおはなし会
太宰府おはなし会 春のおはなし会

２歳～
幼児～
幼児～
幼児～

日 時 内 容 対 象日 時 ４月18日㈯・19日㈰
　　　　午前10時30分～
場 所 市民図書館　
　　　　おはなしコーナー
対象者 2歳～

日 時 ４月29日（水・祝) 午後２時30分～４時（途中休憩あり）　対　象 大人　　定　員 40人
場 所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室 　講　師 （実演）朗読紫苑の会

「おはなしの広場」を開催します

「春の朗読会」を開催します
※詳しくは市民図書館ホームページに掲載しています。

図書館からのお知らせ 市民図書館　☎(921)4646

無料

無料
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